「保育内容指導法 言葉」における学生の学び:実習での経験とのつながりに着目して by 山本 聡子


















































































1年次 11 月に教育実習Ⅰ、2月に保育実習Ⅰに赴き、「保育内容 言葉」の第 7・8回目の
間に 3回目の実習となる教育実習Ⅱを経験している。 
インタビュー協力者は、A 短期大学 2 年生 4 名である。2018 年 2 月 9 日に約 79 分間
のグループ・インタビューを行った。調査の開始前に研究目的及び倫理的配慮について書
面と口頭で説明を行い、協力の同意を得た。インタビュー内容はインタビュー協力者の承
諾を得て、IC レコーダーを用いてすべて録音した。そこで得られた総録音時間約 79 分の
音声データを文字データとして書き起こしたのちに、文脈を考慮しながらセグメント化し
た。総数 543 セグメントの内、雑談や今回のリサーチクエスチョンに対応しない部分は分
析対象から除外した。結果、102 セグメントを SCATによる分析対象とした。   
(2)分析の方法 



















ィングを行ったものが＜付表 SCAT 分析表＞である。ここから、表 1 のようにストーリ
ーライン、理論記述を作成した。下線部は分析の結果表れた概念名である。 
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付表 SCAT 分析表 
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要旨 
A Study of Childcare Contents Instruction Method “Language” : 
A Focus on Connection with Experience in Practical Training 














キーワード；「保育内容指導法 言葉」 学生の学び 実習 読み聞かせ 
 
